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今回の趣旨
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検討ステップ

（仮称）新たな市立高等学校改革基本計画
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（参考）今後重視すべき方向性（５月文教委員会資料）
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新たなスクール・ミッション
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将来的な学校像

・ケンブリッジ大学が提供
・１６０の国と地域で、１万校以上で認定
（国内認定校は２４校、市内はゼロ）
・１４～１６歳対象の３年間のプログラム、１６～１
９歳対象の２年間のプログラムなどで構成
・プログラムを科目単位で選択的に導入

・科目ごとの専門性を高める学び

・国際バカロレア機構が提供
・１６０の国と地域で、約５，８００校で認定
（国内認定校等は約２６０校、市内はゼロ）
・１１～１６歳対象の最大５年間のプログラム、１６
～１９歳対象の２年間のプログラムなどで構成
・６科目で構成されるプログラムを一括導入
（学習指導要領の必履修科目のみなし修得可）
・思考プロセスを磨く探究的な学び

・文部科学省がコンソーシアム設置
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将来的な学校像
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将来的な学校像
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将来的な学校像
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将来的な学校像

1.001.051.461.491.131.64

0.851.100.901.000.901.03

0.821.180.771.260.821.18

1.081.311.131.050.871.05

0.971.461.151.211.211.38

1.280.951.051.331.081.51

0.500.320.290.250.390.57

0.180.140.140.070.110.14
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将来的な学校像
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今後の取組行程（案）
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（出所）公立高等学校は、令和８年度神奈川県公立高等学校生徒募集定員数
（神奈川県教育委員会）、私立高等学校は、各校ホームページ
を基に作成

（参考）神奈川県での定員目標設定スキームなど

県外私立公立

公私自らの責任において、それぞれの目指す定員目標を設定

公立高等学校の適正配置及び
教職員定数の標準等に関する法律

第４条
都道府県は、高等学校の教育の普及
及び機会均等を図るため、その区域
内の公立の高等学校の配置及び規模
の適正化に努めなければならない。
この場合において、都道府県は、そ
の区域内の私立の高等学校並びに公
立及び私立の中等教育学校の配置状
況を充分に考慮しなければならない。

（出所）年刊教育調査統計資料No.53
（令和8（2026）年３月、川崎市教育委員会）を基に作成 13



（参考）川崎市内の県立・私立高等学校
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（参考）今年度の想定スケジュール
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各中学校等への説明

手法等は調整
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